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第２章 計画の基本的な考え方 

 

１ 基本理念 
 

本市では、“こどもファースト”を市政運営の柱に位置づけ、未来を担う子どもたちへの投

資を最優先としています。子どもを取り巻くさまざまな課題に光を当て解決していくことは、

あらゆる世代における多様な社会課題の突破口となります。 

例えば、通学路の安全対策を行い、子どもたちが安心して通学できる環境をつくることで、

すべての人にとって安心・安全な歩行空間を創出できます。また、いじめ問題を解決するこ

とは、ハラスメントのない社会、多様性を認め合う社会の実現につながります。 

本市は、令和４年２月に、2040 年頃を見据えたまちづくりの総合的な方針となる「岐阜

市未来のまちづくり構想」を策定しました。この中で、今後のまちづくりの方向性の一つと

して「こどもファーストでみんなを笑顔にするまちへ」を掲げています。 

したがって、この計画の基本理念においても、「こどもファーストでみんなを笑顔にするま

ちへ」を掲げ、子ども・子育てに関する施策の総合的な推進を図ることとします。 

 

☆ ☆ ☆ 基 本 理 念 ☆ ☆ ☆ 

こどもファーストでみんなを笑顔にするまちへ 

 

 

 

２ ＳＤＧｓの推進 
 

岐阜市は、ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標））の達成

に向けた取り組みを行い、シビックプライドと Well-being に満ちた持続可能なまちの実現

をめざしています。ＳＤＧｓは、平成 27（2015）年の国連サミットで採択された「持続可

能な開発のための 2030 アジェンダ」に示された令和 12（2030）年までに持続可能でよ

りよい世界をめざす国際目標で、17 のゴール・169 のターゲットから構成されています。 

この計画は、17 のゴールのうち、「１．貧困をなくそう」、「３．すべての人に健康と福祉

を」、「４．質の高い教育をみんなに」、「５．ジェンダー平等を実現しよう」、「８．働きがい

も経済成長も」、「10．人や国の不平等をなくそう」、「11.住み続けられるまちづくりを」、

「16．平和と公正をすべての人に」、「17. パートナーシップで目標を達成しよう」などに関

する課題解決に資するものとして、ＳＤＧｓの推進を図ります。 
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図表３－１ ＳＤＧｓにおける 17 のゴール 

 

あらゆる場所のあらゆる形
態の貧困を終わらせる 

 

国内及び各国家間の不平等
を是正する 

 

飢餓を終わらせ、食料安全
保障及び栄養改善を実現
し、持続可能な農業を促進
する 

 

包摂的で安全かつ強靭（レ
ジリエント）で持続可能な
都市及び人間居住を実現す
る 

 

あらゆる年齢のすべての
人々の健康的な生活を確保
し、福祉を促進する 

 

持続可能な消費生産形態を
確保する 

 

すべての人に包摂的かつ公
正な質の高い教育を確保
し、生涯教育の機会を促進
する 

 

気候変動及びその影響を軽
減するための緊急対策を講
じる 

 

ジェンダー平等を達成し、
すべての女性及び女児のエ
ンパワーメントを行う 

 

持続可能な開発のために
海・海洋資源を保全し、持続
可能な形で利用する 

 

すべての人々の水と衛生の
利用可能性と持続可能な管
理を確保する 

 

陸域生態系の保護、回復、持
続可能な利用の促進、持続
可能な森林の経営、砂漠化
への対処ならびに土地の劣
化の阻止・回復及び生物多
様性の損失を阻止する 

 

すべての人々の、安価かつ
信頼できる持続可能な近代
的なエネルギーへのアクセ
スを確保する 

 

持続可能な開発のための平
和で包摂的な社会を促進
し、すべての人々に司法へ
のアクセスを提供し、あら
ゆるレベルにおいて効果的
で説明責任のある包摂的な
制度を構築する 

 

包摂的かつ持続可能な経済
成長及びすべての人々の完
全かつ生産的な雇用と働き
がいのある人間らしい雇用
（ディーセント・ワーク）を
促進する 

 

持続可能な開発のための実
施手段を強化し、グローバ
ル・パートナーシップを活
性化する 

 

強靭（レジリエント）なイン
フラ構築、包摂的かつ持続
可能な産業化の促進及びイ
ノベーションの推進を図る 

 岐阜市のＳＤＧｓ未来都市
推進のシンボルマークとし
て作成し、ＳＤＧｓのさら
なる「啓発」と「行動」を図
る 

  


